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「
書
写
・
書
道
教
育
に
関
す
る
要
望
書
」
（
抜
粋
）

平
成
二
十
五
年
大
月
、
文
部
科
学
大
臣
な
ら
び
に
中
央
教
育
審
議
点
に
対
し
、

書
写
・
書
道
教
育
に
関
す
る
要
望
書
を
最
由
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
要
望
書
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
賛
同
の
う
え
、
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
逐
よ
う
お
頗
い
申
し
上
げ

ま
す
。
裏
面
が
署
名
用
紙
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
パ
ソ
コ
ン
等
を
代
表
と
す
る
I
T
文
化
の
進
化
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
、
ま
さ
に
人
類
の
英
知
が
結
束
し
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
l
方
で
こ
の

趨
勢
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
伝
統
や
文
化
と
い
っ
た
、
民
厳
各
々
が
大
切
に

保
持
継
容
し
て
き
た
有
形
、
無
形
の
遺
産
に
対
す
る
籠
鼓
と
理
解
を
希
薄
に
す
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

健
全
で
確
固
た
る
国
家
観
の
保
韓
、
育
成
の
た
め
の
教
育
的
措
置
と
し
て
、
我
が
国
に

は
替
り
う
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
漠
字
、
か
な
、
カ
タ
カ
ナ
を
自
在
に
使
用
し
、

言
語
を
表
記
す
る
文
化
で
す
。
こ
の
よ
う
な
言
語
形
態
と
言
語
表
記
を
有
す
る
国
は

世
界
の
ど
こ
に
も
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
そ
の
表
記
を
扱
っ
て
き
た
の
が
も
筆
に
よ
る
文
化
で
あ
り
、
単
に
表
記
の
み

な
ら
ず
、
臭
へ
の
発
展
と
な
り
、
日
本
文
化
の
象
徴
的
存
在
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
我
が
国
の
書
写
・
書
遣
教
育
に
つ
い
て
は
学
習
指
導
要
領
に
目
標
、
達
成
の

た
め
の
指
導
内
容
等
が
各
学
年
に
わ
た
り
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
幹
を
な
す

理
念
と
し
て
、
亀
筆
教
育
に
は
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
触
れ
、
毛
筆
書
写
す
る
こ
と
に

ょ
り
文
字
文
化
を
尊
重
し
、
親
し
む
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
小
、
中
学
校
国
語
科
書
写
、
特
に
毛
筆
書
写
教
育
の
一
層
の
充
実
、
な
ら
び
に

高
等
学
枚
芸
術
科
書
逢
教
育
の
充
実
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

l
、
小
・
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
科
書
写
教
育
の
一
層
の
充
実
お
よ
び
硬
筆
の
基
礎
と

な
る
毛
筆
を
第
一
学
年
か
ら
取
り
上
げ
、
文
字
の
成
り
立
ち
や
筆
順
に
触
れ
る

こ
と
な
ど
、
亀
筆
が
夜
業
で
確
実
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
各
学
枚
へ
の
指
導
を
徹
底

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
科
書
写
教
育
の
二
層
の
充
実
お
よ
び
学
習
指
導
要
領
に

示
さ
れ
た
内
容
な
ら
び
に
時
間
数
を
確
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

と
り
わ
け
毛
筆
に
よ
る
書
写
の
学
習
等
を
通
じ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
封
且
か
さ

に
触
れ
る
よ
う
な
実
践
を
す
る
よ
う
各
学
故
へ
強
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
、
高
等
学
枚
に
お
い
て
は
、
書
道
教
育
の
l
層
の
充
実
お
よ
び
我
が
国
の
伝
統
文
化
の

尊
重
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
芸
術
科
書
道
の
科
目
の
増
単
位
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
生
涯
学
習
社
食
に
お
け
る
書
遣
教
育
の
l
層
の
充
実
と
い
う
観
点
か
、
ら

各
都
道
府
県
教
育
委
具
合
に
書
道
教
具
の
採
用
薮
充
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
教
育
現
場
の
中
で
は
、
亀
筆
の
授
業
に
あ
た
り
、
救
当
す
る
教
具
が
基
礎
的
な

書
写
故
能
や
指
導
法
に
自
信
が
蒋
て
ず
、
小
学
硬
、
中
学
枚
に
お
い
て
亀
筆
の
書
写
教
官

が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
等
に
か
ん
が
み
、
現
場
へ
の
具
体
的
な
支
浸
お
よ
び
教
冒

養
成
大
学
学
部
で
の
指
導
等
に
つ
い
て
も
格
段
の
ご
高
配
を
穆
り
た
く
存
じ
ま
す
。
ヰ

公
益
社
団
法
人
全
日
本
書
道
連
盟

公
益
財
団
法
人
全
国
吾
美
術
菰
輿
合

全
日
本
書
写
青
畳
教
育
研
究
合

全
日
本
高
等
学
枚
普
選
教
育
研
究
合

全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
食

全
　
国
　
大
　
学
　
書
　
遭
　
学
　
食

こ
の
要
望
書
に
賛
同
す
る
書
道
関
係
団
体
を
以
下
に
列
記
し
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
毎
日
書
道
合

産
　
経
　
国
　
際
　
青
　
谷

全
日
本
書
文
化
振
興
連
盟

読

　

売

　

書

　

法

　

合

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院

全
国
普
選
高
等
学
枚
協
議
合


